
健
や
か
な
体

(

体

)

・１学期は全校体育や遊び、体
育の授業の導入時に、柔軟性・
持久力に関する取組を中心に行
う。2学期以降は、マラソン大会
を中心として、持久力を伸ばすこ
とができる取組を継続的に行う。

・栄養バランスを考慮するととも
に、児童の食べ切れる量を見取
り、適量を提供する。家庭での実
践につなげるために、家庭科や
生活科など、教科と給食をつな
げた取組を行う。

・児童が規則正しい生活のよさ
に気づき、自らの生活リズムを
確立していくために、家庭と連携
しながら、生活を記録する「３こ
て週間」の取組を行う。
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・全校体育や体育の授業の導入時に各学年の発達段階に応じ
て、いろいろな動きを取り入れた運動を継続的に行った。その結
果、体力テストでは、総合的に体力の向上が見られた。しかし、柔
軟性や持久力については、積み重ねが足りず、記録が伸びない
児童もいた。

・毎日の給食では、全体としては残菜がほとんど出ずよく食べてい
る。個人的には減らしたり残したりする場合もあるが、1学期に比
べると少なくなっている。1学期は主に生活科で文豆の豆むきやえ
んどうの筋取りなどを行った。その活動の紹介によって、児童が食
べ物の大切さや調理員の仕事を理解することに繋がった。

・起きる時刻、家庭学習を始める時刻、寝る時刻を決め規則正し
い生活ができていると答えた児童の割合は８４％であった。６月に
生活調べを行った際は、児童が自分の決めた時刻を守り、規則正
しい生活をしようと心がけて生活できた児童が多かった。

・下半期は、上半期の取組に加え、全校体育や、校内マラソン大
会へ向けた朝会時間でのマラソンタイムを軸とし、持久力・柔軟
性の向上を目指す。

・これから本格的な成長の時期になるので、各個人が成長に応じ
て適切な量の給食を食べられるように指導していく。また、委員
会活動と連携した取組や家庭科の献立作成などを通して、家庭
の実践につなげるように取り組む。

・健康に良い生活習慣を身に付けさせるためには、家庭と学校が
連携して子供たちの生活づくりを考えることが大切である。今後
も、「３こて週間」を活用して子供達自身が生活時間を考え、良い
習慣を実践できるように家庭と連携しながら取組を進める。

中間 最終

令和８年度　学校評価表

目標 実践 評　価

中期経営目標 短期経営目標 目標達成のための方策 評価項目　（評価方法）
目標値 今回の

達成
割合

目標に
対する
割合

評価 成果と課題の分析 改善の方向性

・授業では引き続き児童の問いを重視した単元構成を工夫する。算数
や理科については、授業の中で抽象的な学習内容を具体物に置き換
えたりしながら説明させるなど、指導の工夫をする。学力補充につい
ては算数や理科の補充の時間を意図的に設定するなどし、学力の定
着を図る。

・引き続き協調学習とのつながりを意識し、児童のやり取りの場を充分
に設定した授業づくりに取り組む。その際、分からないことにこだわっ
て友達に質問する姿や、友達の意見を聞いて考えをよりよくしようとす
る姿を価値づけ、さらに対話を通して自分の考えを深めることができる
ようにする。

確
か
な
学
力

(

知

)

○確かな学
力を身につ
け、主体的
に学び合う
児童の育成

【１】
 ・単元を通して自
ら問い、考え、問
題解決しようとす
ることができる。

・対話を通じて自
分の考えを深め
ることができる。

・児童自身が問いを見つ
け、問題解決をすることが
できるような単元構成の工
夫する。
・自分の課題を見つけ、自
分で計画を立てて学びを深
めるTTT（学力補充）の実施
する。

・協調学習を実施するととも
に、協調学習での学びと普
段の授業での学びとのつな
がりを児童と共有する。
・児童が自分の考えをアウ
トプットする場や時間の充分
な設定する。

・学期まとめテスト（国・算・理）で標準得
点以上の児童の割合。

・年に３回程度の協調学習の実施。

・児童アンケートで肯定的評価をした児
童の割合。
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50％
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55％
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・理科の研究を中心に、児童の問いを重視した単元構成を工夫したり、
TTTや自主学習等で自分の課題にあった学びを進めたりと、課題の解
決に向けた自律的な学びを進めてきた。国語の単元テストでは概ね標
準得点を超えたが、算数と理科には課題が残る児童が多い。

・複式学級で協調学習をすることが難しい場合もあるが、各学級で社会
科や生活科、理科等の協調学習に取り組むことができた。また、協調
学習での対話を普段の授業にも生かすことができるよう、児童同士の
やり取りを大切にした授業展開を各学級で継続して行っていることが対
話を通して自分の考えを深めることができる姿につながっている。

・引き続き、自分で自分を見つめる時間をつくり、児童が成功した
ことも失敗したことも素直に振り返ることができるよう指導してい
く。

・高学年発信で活動を行うだけではなく、低学年、中学年からも
発信して行っていけるような取組を担任中心に考え、学年主体で
取組を実行した時の達成感や充実感を感じられるようにしてい
く。

豊
か
な
心

(

徳

)

○自他を尊
重し、豊か
な感性と道
徳性を備え
た児童の育
成

【２】
・自分自身のよさ
に気づき、のばす
ことができる。

・特別活動を中心
とした絆づくりの
推進

・自分自身をふり返る道徳
の授業づくりを行う。

・学級活動、委員会活動で
の全校が楽しめるような場
の設定

・児童アンケートで「自分にはよいところ
がある」と肯定的評価をした児童の割
合。

・児童アンケートで「学校が楽しい」と肯
定的評価をした児童の割合。

75%

75%

80%

80%

97%

97%

129%

129%
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・道徳の授業ではもちろんのこと、それ以外にも日記で毎日のふり
返りを行ったり、行事ごとに作文を書いて自分の頑張りをふり返っ
たりと、自分を見つめる時間を取ることが、自分の良さに気づくこと
につながっている。

・高学年を中心に、楽しめる企画を考えて実行したり、委員会とし
ての活動に工夫をもたせたりするなど、みんなが「楽しい」と感じら
れるような取組を児童主体で行うことができた。

○基本的な
生活習慣
や，健康で
たくましい
体力・気
力・耐力を
備えた児童
の育成

【３】
・体力づくりを通し
て、憧れと挑戦、
自分への期待を
もつことができ
る。

・食育を通して、
自ら食べ力を育て
ることができる。

・三点固定の取組
を通して、自らよ
りよい生活習慣を
つくることができ
る。

・新体力テストにおいて、「長座体前屈」
の数値および「２０ｍシャトルラン」の回
数が、昨年度の記録を超える割合。後期
はマラソン大会にて目標値を定め、その
記録を超える割合。

・児童アンケートで、「健康に過ごすため
に、給食でいろいろな食べ物を残さずに
食べている」と肯定的評価をした児童の
割合。

・児童アンケートにおいて、「３点固定」が
できている児童の割合。

学校経営目標 子ども達がわくわく 教職員が働きがいのある学校

学校教育目標 「気づき 考え 行動する」 ～自分を知り 認め合い つながって～

めざす子供像 挑戦する子ども・体験をもとに気づく子ども・対話を通じて考える子ども 目標に対する割合の評価基準 ４・・・１０１％～ ３・・・８０～１００％ ２・・・６０～７９％ １・・・６０％未満



信
頼
さ
れ
る
学
校

・地域の人材や素材を活用
した授業や取り組みを全学
年で行う。

・教職員の意欲を重視した
取組や研修を実現する。

100%

100%

100%

100%

100%

89%

100%

89%
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・全学級、上半期終了時点で目標を達成している。学校内にとどま
らず、地域の人や自然・文化を活用することは、子どもたちにとっ
て、地域の良さを直接感じる絶好の学びの場となっている。
１・２年生･･･龍頭峡（保育所と一緒に）に出かけ、季節を感じる活
動を行ったり、生き物に触れたりし、自然や命の大切さの学習をす
ることにもつながっている。
３・４年生・・・総合的な学習の時間に、「スマイルサポートプロジェ
クト」と題し、福祉をテーマに学習している。その際、社会福祉協議
会の方などから、福祉についてお話を伺ったり、車いす体験などを
させてもらっている。
５・６年生・・・総合的な学習の時間に、筒賀の魅力を発信し、地域
の方に喜んでもらおうと、野菜作りに励んでいる。土づくりや野菜
の育て方を地域の方から教えていただいている。
全校・・・井仁への遠足。アクティビティ体験。

・多忙感を感じながらも、教職員それぞれに、自己の業務に責任と
やりがいを感じながら取り組むことができている。子どもたちの成
長する姿を教職員で共有し、そのことが私たちの喜び・働きがいに
つながっている。

・今後下半期も、たくさんの地域の人や自然などを生かした教育
活動を推進していく予定である。

・引き続き、自己の業務に責任を持ちながら、子どもたちの成長
を喜び合える教職員集団でありたい。

○教職員が
協働し，地
域・保護者
と連携し，
信頼され開
かれた学校
づくりの推
進

 ・コミュニティース
クールと地域の人
材活用を積極的
に行う。

・「働きやすさ」と
「働きがい」の推
進

・全学級が年間に２回以上、地域の人材
や素材を生かした取り組みを行う。

・「自分の業務にやりがいをもてている」
と感じる職員の割合。


